












Study on modern development of New Education Movement in America:  
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クール運動が活発化した。その契機のひとつとなったのが、 1982 年の P.
モンゴメリー（ Pat Montgomery， 1934-）の来日であった。モンゴメリ


















このような問題意識から、本研究は 19 世紀後半から 20 世紀後半まで
のアメリカ教育改革史を射程に据え、とりわけ 1960 年代後半から 1970
年代前半の間に最盛期を迎えたフリースクール運動の分析を通して、ア
メリカ新教育運動及びそれに続く進歩主義教育運動 (progressive 































1960 年代以降の英米のフリースクール運動は、「サマーヒル (Summerhill  
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School,1921-)をすべての子どもに」という運動でもあった 3という。 L.A.
クレミン (Lawrence Arthur Cremin,1925-1990)も「新しい運動は、いく
つかの『サマーヒル協会』(The Summerhill Society,1961-1971)の設立と、
全国あちこちのサマーヒル式の学校の出現とともにゆっくりと走り出し
た。そして 1960 年代の後半に、J. C. ホールト (John Caldwell Holt ,1923-




の 姿 を 現 し た 。」 4 と 述 べ て い る 。 ま た グ ロ ー バ ー ド は A.S.ニ イ ル
(Alexander Sutherland Neill,1883-1973）をフリースクールの祖父と呼
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な役割と機能を認めて、オルタナティブ教育との関係性を構築しようとし
ていることに言及した 15。  
同様に吉田敦彦によると「全米オルタナティブ・コミュニティ・スクー
ル連合」（NCACS， The National Coalition of Alternative Community 






















うとする、効果的な民主主義運動への展開であると指摘した 19。  
フリースクール運動は 19 世紀後半から 20 世紀前半の新教育及び進歩
主義教育と、 20 世紀後半にその用語が使用されるようになったオルタナ
ティブスクール運動の境界に位置する。フリースクール運動に対する評価














しては、デューイ・スクール、ゲーリー・プラン (The Gary Plan,1908-1915)


































ことを指摘した 26。  
更にニイルの自治共同体理論のモデルとなったレーンの教育思想形成
過程に関する先行研究には次のようなものが挙げられる。まずレーン唯一
の著書として、H. T. Lane, Talks to Parents and Teachers , London, G. 
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リトル・コモンウェルズの自治共同体生活について詳細に知ることが
できる書籍として、E.T.ベズリー (E. T. Bazeley), Homer Lane and The 













ンが連続掲載した地方週刊新聞 Detroit Saturday Night の小論文
(Solving The Boy Problem, March 6, 1909-March 27, 1909, Making 
Boys Real Citizens,  May 29, 1909, Too Little Study of The Boy, June 




に関する研究報告として James F. Clatworthy による Homer T. Lane's 
Legacy of Self-Government: An Inquiry into Organizational 
Synecology at the Boy's Republic, 1909 -1982 が存在する。これは 1982
年ナッシュビルで開催された AESA（American Educational Studies 
Association）のカンファレンスにおける報告の草稿の複製である。
Educational Resources Information Center(ERIC)によって複製された
原稿ではあるが、著者の Clatworthy 自身が署名し複製を正式に許可し
ていることが確認できる資料である。  
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さらにフォード・リパブリックの歴史について詳細にまとめた研究書
Gay Pitman Zieger, For the Good of the Children: A History of the 





















D.Wills, Homer Lane: A biography, Allen & Unwin, 1964 が挙げられ
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た自治共同体理論の形成過程と、アメリカ新教育運動の現代的展開におけ




































(Sudbury Valley School,1968-),ファースト・ストリート・スクール (First 
Street School,1964-1966)の実践に即して，フリースクール運動の特質の
検討を試みた。  








教 育 思 想 形 成 の 発 端 と な っ た 手 工 教 育 理 論 ア メ リ カ ン ・ ス ロ イ ド
(American sloyd)の教育思想とは如何なるものであったのかを考察した。
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のみ委ねていた訳ではなかった。1635 年、ボストンを皮切りに 1647 年ま
でにマサチューセッツ内の７つのタウンがグラマースクールを創設した
のである 1。また 1642 年には、子どもや徒弟の教育義務を両親と親方に負
わせる法律を定め、1647 年には 50 家族以上のタウンに読み書きを教える
教師の任命を、100 家族以上のタウンにはグラマースクールの設置を義務










 マサチューセッツでは 1647 年教育法以降、更に 18 世紀に入ると新し
い地域への入植が急速になされ、農民がタウンの広大な領域に散住するよ
うになった。そのためタウン内をいくつかの固定された学区に分割してい
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し、 1820 年代までのマサチューセッツは学区制度の全盛期を迎えた。そ


































1836 年にはフィラデルフィアで 52 組合、ボルティモアには 23 組合、ボ






その後の教育の普及に大いに貢献することになった 8。  
これらの教育改革運動指導者達は、一般大衆を啓蒙する手段として活字
文化を活用した。 1840 年代には教育関連雑誌が約 20 種刊行されており、
一般市民の教育意識の啓蒙に多大な影響を与えた。これらの運動はすべて
の子どもを平等に教育することによって、アメリカの人民の階級的差別を
撤廃できると主張していた 9。また H.マン（Horace Mann， 1796-1859）
が主導するコモンスクール運動（ common school movement）が 1830 年
代から 1850 年代にかけて全米各地に広まったこともあり、19 世紀末には




区制導入や 19 世紀の公教育普及の素地となったことが指摘できる。17 世












































チューセッツを最初として 1860 年代に 2 州、 1870 年代に 13 州、 1880









































科 学 的 教 育 と は 、 B.M. ビ ュ ー ロ ー 夫 人 (Bertha Marenholtz 
Bülow,1810-1893)やデューイらによって「新教育」の起源・基盤と位置
付けられたフレーベルの人間の本性と発達に関する理論を基盤とした教
育 を指 す。 また フレ ーベ ルか らや や遅 れて 、  G.S.ホー ル (Granville 
Stanley Hall, 1844-1924)の生理学に基づいた個々人の身体と神経系の発
達と思考の相互関係への着目を指す。これらの理論は個に応じた教育の必






主張する論者が増えていった 17。  
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手工訓練・工業教育を「新教育」として強調したのは C.パーマー
(Courtlandt Palmar)や L.H.スミス (L. H. Smith)らである。パーマーは
H.スペンサー (Herbert Spencer,1820-1903)の教育論に依拠しつつ、実用
的な教育として、職業教育あるいは手工の重要性を強調した。スミスは「新
























ー（ Francis Wayland Parker,1837-1902）は、ペスタロッチ、フレーベ
ルらによって教授理論上の基本概念として展開された自己活動を実践し、
 - 26 - 
理論化した人物と目されている 21。デューイもまた『学校と社会』 (The 


























































の方法理論として、すでに体系化されていたロシア法 (R u s s i a n  S y s t e m )
が導入された。つまり、技術教育の理論教授を強化し、理論水準の向上を
 - 28 - 
図りながら、それを実際的なものにするという課題を解決するための方法
論としてロシア法が導入されたのである 27。こうした背景から 1876 年、
MIT(マサチューセッツ工科大学 )の教育に導入されたロシア法は 1890 年
代半ば、機械技術者の専門職団体において、技術者教育の実習に関する標






(Calvin Milton Woodward,  1837-1914)が開設したワシントン大学総合技








































ボストン・スロイドトレーニングスクール (Sloyd Training School of 
Boston,1889-1919)における G.ラーソン (Gustaf Larsson,1861-1919)の実
践を挙げ、スウェーデン・スロイドが 20 世紀転換期のアメリカ初等教育











に用いられた。」 33  
ここに記された「有用な論文」とは、 A survey of the Movements 
Culminating in Industrial Arts Education in Secondary Schools,1936




























る。」 36とケンブリッジ委員会で報告されるに至った。  
こうした要請を現実の形にしたのは、ラーソンであった。彼は教育的ス
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成論の推進者として、N.M.バトラー (Nicholas Murray Butler,1862-1947)
やパーカーを挙げ、その中でも共同体形成論をもっとも明確に打ち出した
教育学者はデューイであったとする 2。デューイがシカゴ実験学校 (The 






と社会的見地とが統一されることを求めた 3。  
以上の背景を踏まえ、本章においては 20 世紀以降の進歩主義教育運動





























歩主義教育協会」 (Progressive Education Association,1919 -1955)の性質
が深く関係している。  







に設立された当初は「進歩主義教育促進協会」 (The Association for the 
Progressive Education)という名称であった。デューイ・スクール及びデ
ューイの思想は同協会設立の大きな契機となったが、デューイ思想そのも
のではなかった 7。  
その創設者である S.コップ (Stanwood Cobb,1881-1982)は「チェヴィ・
チェイス・カントリー・デイスクール」 (Chevy Chase Country Day 
School,1919-?) を設立した人物である。彼に協力し同協会の設立に携わっ
た 人 物 は 次 の 通 り で あ る 。 「 オ ー ガ ニ ッ ク ・ ス ク ー ル 」 (Organic 
School,1907-)の設立者である M.ジョンソン (Marietta Johnson,1864-
1938)，「リンカーン・スクール」 (The Lincoln School,1917-1940)の創設
者である A.フレックスナー (Abraham Flexner,1866-1959)，「パークスク
ール・オブ・ボルティモア」 (The Park School of Baltimore,1912 -)の創設
者である E.R.スミス (Eugene Randolph Smith,1876-1968)などである。  
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次に 1920 年代後半になると、同協会にデューイをはじめ、W.H.キルパ
ト リ ッ ク (William Heard Kilpatrick,  1871-1965)， H.ラ ッ グ (Harold 
Rugg,1886-1960)，G.S.カウンツ (George Sylvester Counts,1889 -1974)，







































（ The Dewey School: The Laboratory School o f the University  of 
Chicago 1896-1903）に依拠して描出した。本著の著者である K.C.メイヒ
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同体理論である。  


















(constructive impulse)，「研究する衝動」 (investigative impulse)，「表




























































































生きしたものとして考えられていた 34。  
こうした教科の考え方についてデューイは、『子どもとカリキュラム』
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である。教科とは、単なる寄せ集めではなく、経験の分断された小片の種々
雑多な集まりでもなく、なんらかの方法で組織化され、系統づけられたも

















































































ゲーリー市は 1906 年に U.S.スチールの工場が誘致されてから、町が急
速に発達した。 1906 年に数百しかなかった人口が、南欧・東欧系の移民





































行き、事務職員を手伝って実際の仕事をしてもよかった 46。  















































































る 54。  
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ウィネトカ・プランの小学校では、週に 1 回か 2 回の割合で、 3 から 6
年生の児童がそれぞれの興味に応じてグループを作る時間が設けられた。
飛行機のこと、裁縫、劇など、趣味を同じくする異学年の子ども達が集ま




































徒の解放を促し、学校の全生活と精神を改める試みであるとした 66。  
 パーカーストは『ドルトン・プランの教育』 (Education on the Dalton 
plan, 1922)の中で、ドルトン・プランの原則を自由の原則 (freedom)と共
働または集団生活の交流の原則 (co-operation and interaction of group 
life)という二つの原則から成り立つとした 67。これに加えて宮本は『ドル
トン・プランの教育』では明確に示されることのなかった第三の原理とし

















みる。「ドルトン・プランでは午前 9 時から 12 時までが自由研究の時間
であり、英語、歴史、地理、数学、フランス語、理科の教科を個々人が設
定した配分で、好きな順序で学習できた。彼は自分の意志でその実験室に









































































































































































































奉仕活動となった 87。  
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④  ゲーリー・プランの独自性  
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は国防教育法 (National Defense Education Act ,1958)という形で、すぐ
さま成立したことからも影響の大きさが伺える 2。そうした世論の変化は
アメリカ教育史上、例を見ないほどの規模の大きさと急変ぶりであった
という 3。このような逆風に耐えきれず進歩主義教育協会は 1955 年、解














































こ う し た 反 体 制 運 動 に 応 じ る か の よ う に 、 経 済 機 会 法 (Economic 
Opportunity Act of 1964)、公民権法 (Civil Rights Act of 1964)、初等中
等教育法 (Elementary and Secondary Education Act of 1965)など、学校
教育に影響を及ぼす法律を矢継ぎ早に制定させた。経済機会法や公民権法










なったと糾弾した 6。  











は、 I. イリイチ (Ivan Illich,1926-2002)の『脱学校の社会』 (Deschooling 
Society,1971)という著書に刺激を受けて始まり、急進的なフリースクー
ル運動さえも学校に包含した学校教育自体を否定する急進論を打ち出し






































































によると、フリースクールは 1967 年から 1968 年に 20 から 30 のニュー
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スクールから始まったが、数年後の 1971 年から 1972 年にかけておそら
く 200 を超えていたという 15。アメリカ各地に点在するこれらの学校は、




はおよそ 33 名で、学校のおよそ 3 分の 2 が 40 人以下の会員数であり、
規模が小さいことは、親密な共同体を形成するためには、不可欠なものと
して共通理解されていた 17。  
序章で触れた先行研究が示すように、 1960 年代アメリカのフリースク
ール運動は、ニイルの自由主義と子ども自身による自治の原則を経営の






























































1960 年代から 70 年代にかけてのアメリカは、政治イデオロギー、公
民権運動、女性権運動、環境保護及び消費者運動、ベトナム反戦運動な
どさまざまな反体制運動が駆け抜けた時代であった。『教室の危機』























ニティ・ハウス・スクール (Kilquhanity House School ,1940-1996)を創設
した J.エトケンヘッド (John Eitkenhead,1910-1998)も「彼（ニイル）が
学校を始めた時代には『強制されない自由』という側面をことさら強調す





















































































視していたかが理解できる。サマーヒルで 2 年間教師を務めた J.ポッタ
ー (John Potter,1948-)も自治の教育効果の大きさについて「私もサマーヒ
ルの教師として成長するにつれて、何人の生徒が授業に出て来たか、どう























































験と教育』 (Experience and Education ,1938)から経験主義教育とも称さ
れたデューイの経験主義教育思想について考察する。  
デューイには真実の教育はすべて、経験を通して生じるという信念があ
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ぶためのベルを鳴らした。 5 歳から 16 歳までの子ども達が輪になって座
り、話し合いが始まる。怒るサラを横目に、ニヤニヤ笑うブライアン。そ








































で あ る 4。 こ こ で は 本 校 の 創 設 者 で あ る D.グ リ ー ン バ ー グ (Daniel 
Greenberg,1934-)の著書に依拠してその教育思想を考察する。  
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り、公立学校改革にも用いられるようになったとしている 3。  















                                                                                                            
１．オルタナティブスクール運動  
 



































から解放された自由な教育を標榜した学校を目指したものであった 4。  




























R.ミラー（ Ron Miller,  1956-）によると、1967 年から 1972 年にかけて
最盛期を迎えたフリースクール運動は徐々に衰退し、公立オルタナティブ
スクール運動、ホームスクーリングの草の根運動、地域に根差した学校づ
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た。そして 1979 年に 100 人を超す代表者が集結し全米オルタナティブス






①  公教育との対決思想からの脱却  
それではなぜ全米のフリースクール運動家達の連合組織であるにも関
わらず、組織名を「 The National Coalition of   Free  Schools」ではなく
「The National Coalition of  Alternative  Community  Schools」として














を一方的に方向付けすぎた」 9というのである。  
















という意識を共有していたというのである 11。  














































想と特質 4 の経験主義教育思想が継承されていると言える。  
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④  ホームスクーリングの思想  
次にフリースクール運動からオルタナティブスクール運動への移行が
な さ れ る の と 同 時 期 か ら 広 が り 始 め た ホ ー ム ス ク ー リ ン グ
(homeschooling)運動の展開に着目した。ホームスクーリングは現在では














R.S.ムーア（ Raymond S.  Moore ,1916-2007）や「ホームスクーリング法

















NCACS によって、フリースクール運動の特質 1 の公教育との対決思想を
除く５つの特質において通底した運動として、連携が図られているのであ


































合」（AFT: American Federation of  Teachers ,1916-）の会長である A.シ
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クール運動及びオルタナティブスクール運動を要因として挙げる論者も









のような世論を受け、レーガン政権下の教育長官 T.H.ベル (Terrel  Howard 
Bell ,1921-1996)は、経済危機の要因が教育にあるとして、「教育の卓越性




1983 年に発表された「危機に立つ国家」 (A Nation at Risk )は、学力テ










導入し、その刺激によって公教育全体の質向上を企図したのである 23。  
 一方で権 (2011)は、チャータースクール法の背景にある多様な学校を生
み出し、保護者や子どもに教育の選択肢を持たせることによって、学校教






































①  都市部の貧困児の救済機能  


















として Similar 100  Rank の分析結果を見なすことができるだろう。   
また自治体国際化協会の報告書「米国の公教育改革とチャータースクー
ル 」 で は 「 全 州 教 育 協 議 会 」 (ECS ： Education Commission of  the  
States,1965)の調査結果を用い、初期にチャータースクールが立法化され
た 7 州 110 校の対象生徒別（重複を含む）の学校数のうち、ほぼ半数に当
たる 56 校が中退等の危機にある生徒を対象としていることを指摘した 28。




近隣の低所得家庭の子どもの教育のために開設した The Boys and 
Girls Academy(アリゾナ州メサ、 1995-)、伝統的な教育に適合できない 6
～ 12 学年（ 11～ 21 歳）の生徒 150 人を対象に、個人ベースの学習を取り
入れた Excel Education  Center(アリゾナ州プレスコット他、 1995-)、州
標準試験での得点低迷、高い中退率等のデトロイトの教育問題に対処する
た め ウ エ イ ン 州 立 大 学 に よ っ て 開 設 さ れ た Wayne State  University  



















特質 4 の経験主義教育思想を重視する学校と見なすことが可能である。  
また佐々木の研究では、カルフォルニア州におけるチャータースクール
のデータによると、一般の公立学校と比較してチャータースクールの方が、
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オルタナティブエデュケーションプログラムに特化した学校が多いこと
が指摘されている 30。また同様の指摘は C. E. Finn ,  Jr. ,  B.  V. Manno & G.  
Vanourek の著書にも見られる。本書によるとアリゾナ州のセコイア・チ
ャータースクールでは、初等及び中等教育段階に、進歩主義「プロジェク
ト」プログラムを含む複数の選択肢を用意していることが分かる 31。  
 





ィプログラムを活用する生徒は、基本的に家庭を中心に学習し、 1、 2 週
間に 1 回程度登校する。カリフォルニア州のチャータースクール 145 校
（ 2001 年時点）のうち、インディペンデントスタディプログラムに在籍
している生徒が 15％（ 10184 人）であったのに対し、公立学校全体では
１％（ 71334 人）であったこと、さらにインディペンデントスタディを行
っているチャータースクール (30 校 )のうち、 3 分の 2(20 校 )において、イ
ンディペンデントスタディ生徒が全校生徒の 50％以上を占めているのに


































特質 2 の自由思想、特質 3 の自治共同体理論、特質 4 の経験主義教育思想
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第二部  学校自治共同体理論の形成と展開  
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最高峰  Sloyd for the Three Upper Grammar Grades , 1907 及び田中喜
















導的立場に就き、1901 年卒業生の同窓会初代会長となる。そして 1901 年
のスロイド広報誌には、レーンに関する長文の記述が残るほどの地位を得



















































































































も矛盾なくつながる目的を掲げた」と指摘した 15。つまり 19 世紀末から
20 世紀初頭にかけて、伝統的教育から新教育、そして進歩主義教育へと
展開する教育思想の過渡期にあって、アメリカン・スロイドの開発は、ア

























年には Manual Training Magazine に小論 The place of manual training 





































値を評価しているのである。これらのことから 19 世紀末から 20 世
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でもないが、すべて単なる仕来り、慣習の有り様は、結局、無意識的な機
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謂アメリカン・スロイドは、単元学習としてのプロジェクト・メソッドへ








 プロジェクト・メソッドとは、 1918 年のキルパトリックの論文で発表
されたことによって広まった学習原理である。キルパトリックは教育とは










(purposing), 計画すること (planning), 遂行すること (executing), そし


















































































て 自 覚 的 に 使 用 さ え た の は 1900 年 に C.R. リ チ ャ ー ズ
(C.R.Richards,1865-1936)が手工教育の場に適用したのをもってするこ
とがほぼ認められていると指摘している 33。  
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走させるのである 3。  
 



























ない (C.H.クーレー )」 4、「レーンの最も素晴らしい才能は、誰かの心に何
が起こっているかを素早く察知する理解力、そして他者の温かい感情を目
覚めさせる彼の度量であり、それはあまりにも大きく、強調されすぎるこ
とはない (ウィルズ )」 5、「レーンには、異常な行動の背後にある動機は何
か、ということを瞬間的に見抜く不思議な本能があった (ニイル )」6と複数




























































































化 院 で あ る 「 ダ ー キ ャ ン ベ ル 少 年 の 家 協 会 」 (Boy’s Home and 
d’Arcampbell Association )が開設していた施設の館長になるように依頼
される。こうして古い農家に 9 歳から 17 歳までの約 60 人の少年たちが
共同で生活し、農業をおこなうようになった。 1 年後、フォード・リパブ





























ン）は、助けた」そしてレーンを敬愛していたと言う 14。  
ウィルズはバルマンの活躍を取り上げる必要性を強調し、次のように述
べた。「バルマンが共同体の精神と伝統に傑出した貢献をすることができ





















が記録された Pay Roll(表 7-1)が管理されていた。左から当時在籍した 63
名全員の名前が記載され、収入 (EARNED)の欄には、家事 (Home)，炊事
(Kitchin)，農作業 (Farm)，公務 (State)，学校 (School)，臨時作業 (Extra)
など、フォード・リパブリックに存在した仕事が種類別に記載され、その
週に当該する子どもがどの職種でいくら賃金を得たか記録された。出費






































表 7-1  フォード・リパブリックの PAY ROLL 
出所 )  d 'Arcambal  Assoc iat i on,  The  Ford  
Republ i c ,  maintained  by the  Boys  Home 
and d 'Arcambal  Assoc iati on ,  Peninsular  
Press ,1909,  p .14 . 






















































































撤退し、少年のための療育養護施設へと変貌した。そこで G. P. ジーガー
(G. P. Zieger)による For the Good of the Children: A History of the Boys 
and Girls Republic , Wayne State University Press, 2003 の記述に従っ
て、レーン退官後のフォード・リパブリックの自治共同体の実践の変遷に
ついて考察しておきたい。  
レーン退官後 1912 年から 1922 年まで館長を務めた C. マッキンドー
の時代には、強い管理の手が入れられた上で、かろうじて少年達に自治権
が与えられていた。管理の強化が図られた理由は次の通りである。それは
この時期に罪を犯した少年に対する里親制度（ foster care programs）が
整備されたことにより、それらの少年達のうち比較的、人格良好な少年達























がまだ保持されていた 24。  




閑却されることとなった 25。  
次の館長 C．ヘンリー (在任期間 1948-1953)の時代は過渡期の段階にあ
った。それは子どもに対する見方が「良い／悪い」という基準から「健康
／不健康」という基準へと移行したことや、「農園、訓練、学校」という機






ムによって対処されるようになった 26。  
次の館長となった M．J．フーバー (在任期間 1953-1959)の時代を経て、























































































































































共同体を団体とは見なさず、家族とみなしていた。」 41と述べている。  
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１．  イギリス新教育運動の背景  
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の能力を身につけさせることが、ほとんどの学校の最大の関心事であっ
た。」という。そして第三期となる 1918 年以降の 40 年間には「初等学校













が、19 世紀に入り、1861 年のニューカッスル (Newcastle Commission) 3，
1864 年のクラレンドン (Clarendon Commission) 4， 1868 年のトーントン
(Taunton Commission) 5という 3 つの報告書の発表を通して、そうした習
慣は全国的に統一され、結果的に学校間の社会的区別を堅固なものにした






標は 19 世紀末までに達成され、20 世紀には、すべての子どもを中等学校
(secondary school)に進級させるという目標が成就した。  
ただし 20 世紀後半に至るまで、三分岐型中等学校制度 (tripartism)，つ
まり、個々の能力や経済状況、社会階層などに応じてセカンダリー・グラ
マー・スクール (secondary grammar school)，セカンダリー・モダン・ス
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クール (secondary modern school)，セカンダリー・テクニカル・スクール
(secondary technical school)のいずれかに子ども達が仕分けられること



























ェントルマンではないことの証明ともなったという 8。  































 1850 年から 1873 年までの間、イギリスは資本主義の「黄金時代」と称
















た 14。  
その後イギリス工業は 1873 年、 1879 年、 1890 年と３つの経済恐慌に
巻き込まれる中で、アメリカやドイツの工業の成長率に追い抜かれること
となった 15。工業分野における競争力の立ち遅れは次第に顕著となり、「世
界の工場」としての地位は 1870 年代を通じて大きく動揺し、1880 年代か
ら 1890 年代にかけて転落へと向かった 16。こうした経緯から商業・経済
政策における自由放任主義 (laissez-faire) 17が省みられるようになった 18。 
産業競争に勝ち残るという動機から、科学・技術教育政策の必要性が叫
ばれるようになり、学校教育制度改革が進められることとなった 19。そう
した教育改革の急進性は 1850 年代から 1880 年代までの 40 年間に、学校
教育の制度化に関して（行政的措置に属するものを除く）およそ 25 回に
及ぶ直接的または間接的な立法措置がとられたことからも見て取れる。特
に 1862 年の「改正教育令」 (The Revised Code)による「出来高払い制」
(Payment by Results,1862-1895)や Elementary Education Act.(1870)に
基づき、初等教育の地方教育行政機関が設置されたこと、ブライス委員会
勧告 (Bryce Commission,1895)，1902 年教育法の制定などにより、イギリ










年に 813,441 ポンドに膨れ上がっていた国庫補助金を 1866 年には






























































盟」 (The Fellowship of new Life,1883-1898)のメンバーであった J.E.カ
ー ペ ン タ ー (J.Edward Carpenter,1844-1929) や C. レ デ ィ (Cecil  













さ ら に そ の 傾 向 は 、 そ の 後 創 設 さ れ た ビ デ ー ル ズ 校 (Bedales 





世紀初頭に入り「教育の新理想 (New Ideals in Education,1914-1938)」が
中心となって牽引する勢力に受け継がれていく。さらにその後、新教育運
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動 を 主 導 す る 役 割 は 「 教 育 の 新 理 想 」 か ら B. エ ン ソ ア (Beatrice 
Ensor,1885-1974)が 中 心 と な って 発 足 さ せ た 「 新 教育 連 盟 (The New 




とりわけ 20 世紀のイギリス新教育運動の思想基盤となったのは M.モ
ンテッソーリ (Maria Mntessori,1870-1952)とレーンの思想である。山崎
















































R.S.ピーターズ (Richard  Stanley Peters,1919-2011)が編集した『ブラウ
デン報告書を振り返って』 (Perspectives on Plowden, 1967)と、教育黒書
『教育をめぐる闘い』 (Fight for Education,1967)によって、初等教育の
カリキュラムとエートスすべてが疑問に付され、あらためて教科を強調す
る方向へと流れが変わるまで続いたとしている 32。  
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ここに述べられているように 1918 年以降の第三期は、新教育連盟の活

















































































1914 年に帰郷したニイルはグレトナ・グリーン・スクール (Gretna 
Green School)の臨時校長として働くことになった。この教師体験をもと
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自身の手で獲得されるものであり、誤った行動をする権利を子どもに認






















































ンの紹介によってエンソアと出会い、1920 年第 3 号（ 7 月号）から『新時


































































1 にまとめた。  









ら 19 歳までの子ども達であり、サマーヒルの場合は 5 歳から 17 歳まで
の子ども達である。若干の年齢構成の差異がみられるが、そのことが教育
実践の差異につながっているとは言い得ない。以下、両者の自治共同体理
論における相違点、共通点ついてまとめた。    





組織 少年感化院 学校 
構成員 生後数か月～19歳の男女 ５歳～17歳までの男女 
労働と報酬 あり（14歳以上） なし 
納税義務 あり なし（学費によって運営） 





司法機関 法廷（裁判官） 法廷（議長）とオンブズマン制の併用 
行政機関 あり あり 




（ Talks to Parents and Teachers ,  Homer Lane and the Litt le  
Commonwealth， The New Summerhil l  A.S.  Neil l 等の資料より筆者作成）  
















































































し か し こ の こ と に つ い て 、 サ マ ー ヒ ル の 卒 業 生 で あ り 、 The New 





とができるのである 55。  
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 本研究は 19 世紀後半から 20 世紀後半までのアメリカ新教育運動史のな
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基づいた学校教育論からの脱却を目論んだ。そして、子ども一人ひとりの
発達の違いや個々の個性に応じた学習理論の構築を目指した。ただし、す

























れないと考えたのである 1。このようにニイル教育思想とともに、 19 世紀
末以降、半世紀以上に渡ってアメリカ公教育をリードした経験主義教育思
想が、フリースクール運動勃興の背景にあったことが指摘できるのであ
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思想のみならず、アメリカ新教育思想、なかでもデューイの教育思想の影
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ルタナティブスクールにおいて実践されているのである。  
 






















































































































































































に お け る レ ー ン の 功 績 に 関 す る 手 紙 が Boys Re-public Collection 
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